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虹
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け
誌 

ア
イ
ド
ル
マ
ス
タ
ー
特
集
１
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ン
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安
部
菜
々 

深
夜
ラ
ジ
オ
で
捕
ま
え
て 

 

【
倒
壊
道
ラ
ジ
オ 

ウ
サ
ミ
ン
星
の
電
波
直
撃
ラ
ジ
オ 

オ

ン
エ
ア
ー
開
始
】 

 

安
部
菜
々
「
こ
ん
ば
ん
は
♪ 

今
夜
も
ウ
サ
ミ
ン
星
の
電
波

を
受
信
す
る
用
意
は
出
来
た
か
な
？ 
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命
乞
い
し
て
も
無
駄
だ
ぞ
？ 

 

ウ
サ
ミ
ン
星
の
電
波
は
、
脳
に
直
接
届
き
ま
す
か
ら
ね
！ 

 
 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ふ
つ
お
た
（
普
通
の
お
便
り
）
は
、
ペ
ン

ネ
ー
ム
『
ダ
イ
ダ
ロ
ス
・
ア
タ
ッ
ク
は
右
ス
ト
レ
ー
ト
を
捩

じ
込
む
よ
う
に
打
つ
べ
し
打
つ
べ
し
打
つ
べ
し
』
さ
ん
か
ら
。 

 

『
俺
え
、
ウ
サ
ミ
ン
の
Ａ
Ｖ
落
ち
を
期
待
し
て
い
た
の
に
、

七
年
経
っ
て
も
、
落
ち
て
く
れ
ま
せ
ん
。 

 

一
年
で
落
ち
る
と
思
っ
た
の
に
。 

 

二
、
三
年
で
、
中
出
し
解
禁
に
な
る
と
思
っ
た
の
に
。 

 

人
生
の
計
画
が
狂
い
ま
し
た
。 

 

や
は
り
永
遠
の
十
七
歳
だ
と
、
永
遠
に
Ａ
Ｖ
落
ち
し
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

政
治
家
に
な
っ
て
、
Ａ
Ｖ
落
ち
は
十
七
歳
か
ら
で
も
可
能
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な
法
律
に
魔
改
造
し
た
方
が
、
速
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

真
剣
に
悩
み
ま
す
』 

 
 

 

正
直
過
ぎ
る
お
便
り
、
あ
り
が
と
う
。 

 

四
十
八
時
間
以
内
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
詫
び
入
れ
て
全
裸
で

土
下
座
す
る
画
像
を
ア
ッ
プ
し
な
か
っ
た
場
合
、
お
前
の
本

名
と
現
住
所
と
勤
務
先
を
晒
す
か
ら
、
覚
悟
し
ろ
♡ 

 

Ｃ
Ｍ
の
後
は
、
こ
の
お
便
り
を
選
ん
だ
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
補
佐
を
拷
問
す
る
か
ら
、
良
い
子
の
み
ん
な
は
音
量
を
下

げ
て
聞
い
て
ね
。 

  

【
Ｃ
Ｍ
】 

 

島
村
卯
月
「
あ
、
あ
の
、
先
程
も
ら
っ
た
落
花
生
の
袋
を
確
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認
し
た
ら
、
か
わ
い
い
プ
リ
ン
ト
の
コ
ン
ド
ー
ム
だ
っ
た
の

で
す
が…
こ
れ
、
事
故
で
す
よ
ね
？
」 

安
部
菜
々
「
（
匂
い
を
嗅
ぐ
）
大
丈
夫
、
未
使
用
だ
か
ら
、

未
だ
使
え
る
よ
」 

島
村
卯
月
「
使
い
ま
せ
ん
よ
！
」 

安
部
菜
々
「
種
が
溢
れ
な
い
無
敵
の
コ
ン
ド
ー
ム
『
プ
リ
テ

ィ
ス
キ
ン
』 

九
情
承
太
郎
商
店
か
ら
大
絶
賛
販
売
中
」 

  

【
倒
壊
道
ラ
ジ
オ 

ウ
サ
ミ
ン
星
の
電
波
直
撃
ラ
ジ
オ 
Ｃ

Ｍ
後
】 

 

安
部
菜
々
「
さ
あ
、
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
補
佐
の
園
田
智
代

子
さ
ん
。
拷
問
の
時
間
で
す
」 

園
田
智
代
子
「
（
緊
縛
さ
れ
な
が
ら
）
ウ
サ
ミ
ン
、
緊
縛
が
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上
手
だ
ね
え
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
彼
氏
に
し
て
あ
げ
て

い
る
の
？
」 

安
部
菜
々
「
い
え
、
さ
れ
て
好
き
に
さ
れ
る
方
で
、
す
る
方

は

特

に…

拷

問

を

誘

導

尋

問

で

返

そ

う

と

す

る

な

あ

あ

あ
！
！
！
（
キ
ツ
く
縛
り
上
げ
る
）
」 

園
田
智
代
子
「
（
緊
縛
完
成
）
お
お
〜
〜
。
胸
へ
の
絞
り
具

合
が
、
何
だ
か
エ
ッ
チ
で
す
」 

安
部
菜
々
「
こ
れ
く
ら
い
だ
と
、
揉
む
の
も
挟
む
の
も
揺
ら

す
の
も
ソ
フ
ト
に
対
応…

だ
か
ら
拷
問
を
誘
導
尋
問
で
返
す

な
！
」 

園
田
智
代
子
「
ラ
ジ
オ
な
の
で
お
見
せ
出
来
ま
せ
ん
が
、
私

は
今
、
『
下
着
姿
で
緊
縛
さ
れ
た
ア
イ
ド
ル
』
で
す
！ 

緊

縛
だ
け
は
初
体
験
！
」 

安
部
菜
々
「
よ
し
、
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
。
拷
問
の
時
間
で
す
。

正
直
に
答
え
な
い
と
、
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
か
し
た
ホ
ワ
イ
ト
チ
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ョ
コ
レ
ー
ト
を
全
身
に
ぶ
っ
か
け
て
、
ス
ク
シ
ョ
し
ま
く
っ

て
拡
散
す
る
！ 

緊
縛
＆
ぶ
っ
か
け
画
像
の
出
回
っ
た
ア
イ

ド
ル
な
ん
て
、
も
う
お
終
い
だ
よ
！
」 

園
田
智
代
子
「
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
の
ぶ
っ
か
け
絵
面
な
ら
、

二
冊
目
の
写
真
集
で
既
に
や
り
ま
し
た
よ
」 

安
部
菜
々
「
仕
事
を
選
べ
、
チ
ョ
コ
助
〜
！
？
」 

園
田
智
代
子
「…

選
ん
で
い
な
い
か
ら
、
こ
ん
な
所
に
、
い

る
ん
で
す
よ
（
ど
ん
よ
り
）
」 

安
部
菜
々
「
や
め
て
！ 

マ
ジ
で
凹
ま
な
い
で
！ 
オ
ン
エ

ア
中
だ
か
ら
！ 

明
る
く
楽
し
く
拷
問
さ
れ
よ
う
！
」 

園
田
智
代
子
「
は
い
！ 

明
る
く
楽
し
く
拷
問
さ
れ
ま
す
！
」 

安
部
菜
々
「
で
は
、
質
問
で
す
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ふ
つ
お
た
（
普
通
の
お
便
り
）
に
、
何
故

に
あ
げ
な
メ
ー
ル
を
選
び
な
す
っ
た
？
」 

園
田
智
代
子
「
六
通
あ
っ
た
メ
ー
ル
の
う
ち
、
一
番
ま
と
も
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だ
っ
た
か
ら
で
す
！
」 

安
部
菜
々
「
即
答
で
大
惨
事
！
！
」 

園
田
智
代
子
「
だ
っ
て…

 

  

『
ウ
サ
ミ
ン
は
１
７
歳
の
は
ず
な
の
に
、
こ
の
番
組
は
七

周
年
。
時
空
が
歪
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
』 

 

と
か 

 

『
ウ
サ
ミ
ン
に
オ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ
を
頼
ん
だ
場
合
の
、
俺

の
反
応
集
パ
ー
ト
７
』 

 

と
か 

 

『
ウ
サ
ミ
ン
と
同
じ
高
校
に
通
っ
て
い
た
者
で
す
。
校
舎

裏
で
先
輩
に
立
ち
バ
ッ
ク
で
処
女
膜
を
捧
げ
て
い
た
場
面
を

覗
き
見
し
た
黒
歴
史
を
告
白
し
ま
す
。
ご
め
ん
ね
』 

 

と
か 

 

読
ん
で
し
ま
っ
た
ら
放
送
事
故
の
ネ
タ
ば
か
り
送
ら
れ
て
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来
た
か
ら
、
悩
ん
だ
末
に…

」 
安
部
菜
々
「
は
い
、
す
み
ま
せ
ん
、
私
に
人
徳
が
無
い
の
が

原
因
で
す
。
ア
ホ
な
フ
ァ
ン
ば
か
り
で
、
す
み
ま
せ
ん
」 

園
田
智
代
子
「
悩
ん
だ
末
に
、
一
番
実
現
し
そ
う
な
手
紙
を

選
び
ま
し
た
！
」 

安
部
菜
々
「
そ
う
い
う
時
は
全
部
没
に
し
て
、
適
当
な
ふ
つ

お
た
（
普
通
の
お
便
り
）
を
で
っ
ち
あ
げ
れ
ば
い
い
の
！ 

リ

ス
ナ
ー
に
は
分
か
ら
な
い
か
ら
！
」 

 

（
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
、
Ｃ
Ｍ
に
行
け
と
の
指
令
） 

 

安
部
菜
々
「
こ
こ
で
Ｃ
Ｍ
で
す
。
Ｃ
Ｍ
が
明
け
た
ら
、
チ
ョ

コ
ち
ゃ
ん
の
処
刑
に
入
り
ま
す
」 

園
田
智
代
子
「
？ 

拷
問
は
？ 

拷
問
は
ど
こ
に
？
」 
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【
Ｃ
Ｍ
】 

 

安
部
菜
々
「
あ
♡ 
だ
め
、
そ
ん
な
に
か
け
ち
ゃ…

顔
に
ば
か

り
、
ぶ
っ
か
け
な
い
で…
も
う
、
飲
め
な
い
よ
う…

え
？ 

メ

ロ
ン
味
？
」 

渋
谷
凛
「
目
や
口
に
入
っ
て
も
安
心
安
全
。
擬
似
ぶ
っ
か
け

プ
レ
イ
に
最
適
『
白
濁
液
Ｚ
』
（
２
０
０
㎖
）
メ
ロ
ン
味
と

イ
チ
ゴ
味
の
二
種
類 

九
情
承
太
郎
商
店
か
ら
大
好
評
販
売

中…

菜
々
さ
ん
、
仕
事
は
選
び
な
よ
」 

  

【
倒
壊
道
ラ
ジ
オ 

ウ
サ
ミ
ン
星
の
電
波
直
撃
ラ
ジ
オ 

Ｃ

Ｍ
後
】 
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安
部
菜
々
「
満
月
よ
！ 

そ
の
美
し
い
顔
を
隠
す
が
い
い
！ 

こ
れ
か
ら
始
ま
る
エ
ロ
い
惨
劇
を
見
な
く
て
済
む
よ
う
に
！
」 

園
田
智
代
子
「
ひ
い
い
い
い
（
や
や
棒
読
み
）
」 

安
部
菜
々
「
こ
れ
よ
り
『
下
着
姿
で
緊
縛
さ
れ
た
園
田
智
代

子
』
を
、
放
送
局
付
近
で
出
待
ち
し
て
い
る
フ
ァ
ン
の
前
に

晒
し
ま
す
！
」 

園
田
智
代
子
「
ひ
い
い
い
い
（
本
気
）
」 

安
部
菜
々
「
一
応
、
晒
す
だ
け
な
の
で
、
お
触
り
と
か
ペ
ロ

ペ
ロ
と
か
は
、
許
し
ま
せ
ん
。
ス
ク
シ
ョ
だ
け
。
く
ん
か
く

ん
か
は
、
６
０
セ
ン
チ
以
上
離
れ
て
な
ら
、
可
！
」 

園
田
智
代
子
「
可
？
！
」 

安
部
菜
々
「
さ
あ
、
放
送
時
間
終
了
前
に
、
い
い
悲
鳴
を
上

げ
て
ね
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
！
」 

園
田
智
代
子
「
番
組
が
打
ち
切
り
に
な
る
よ
う
な
フ
ァ
ン
が

現
れ
た
ら
、
ど
う
す
る
気
で
す
か
〜
〜
」 
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【
倒
壊
道
ラ
ジ
オ 

関
係
者
通
用
口
】 

 

安
部
菜
々
「
ほ
れ
、
キ
リ
キ
リ
と
歩
き
な
さ
い
」 

園
田
智
代
子
「
え
〜
ん
、
ウ
サ
ミ
ン
星
人
に
、
昭
和
の
時
代

劇
の
急
か
さ
れ
方
を
さ
れ
た
〜
」 

 

（
周
辺
に
は
、
警
備
員
と
、
離
れ
た
間
合
い
で
待
機
す
る
、

数
名
の
出
待
ち
フ
ァ
ン
だ
け
） 

 

安
部
菜
々
「…

園
田
智
代
子
フ
ァ
ン
の
方
は
、
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
〜
？
」 

 

（
数
名
の
出
待
ち
フ
ァ
ン
、
首
を
横
に
振
る
） 
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園
田
智
代
子
「…

残
酷
な
処
刑
で
す
ね
。
出
待
ち
の
い
な
い

ア
イ
ド
ル
で
あ
る
現
実
を
突
き
付
け
る
な
ん
て…

」 

安
部
菜
々
「
き
、
き
っ
と
今
頃
は
リ
ア
タ
イ
の
最
中
だ
か
ら
、

急
い
で
接
近
し
て
い
る
最
中
だ
よ
！
」 

園
田
智
代
子
「
こ
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
急
行
す
る
フ
ァ

ン
は
、
確
実
に
ヤ
バ
い
フ
ァ
ン
で
す
よ
」 

安
部
菜
々
「…

戻
ろ
う
。
こ
れ
は
こ
れ
で
、
い
い
処
刑
だ
っ

た
」 

園
田
智
代
子
「
ウ
サ
ミ
ン
に
だ
っ
て
、
出
待
ち
フ
ァ
ン
が
い

な
い
で
す
よ
！
」 

安
部
菜
々
「
言
う
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
！
」 

 

（
一
人
の
出
待
ち
フ
ァ
ン
が
、
安
部
菜
々
の
方
に
プ
ラ
カ
ー

ド
を
見
せ
る
） 
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安
部
菜
々
「
い
た
！ 

私
の
財
布
！
」 

園
田
智
代
子
「
言
い
方
！
」 

 

（
プ
ラ
カ
ー
ド
の
文
字
は
「
佐
々
木
千
枝
を
ウ
サ
ミ
ン
星
に

行
か
せ
隊
」
） 

 

安
部
菜
々
「…

ど
な
い
せ
え
っ
ち
ゅ
う
ね
ん
」 

園
田
智
代
子
「…

ウ
サ
ミ
ン
、
色
々
と
詰
み
過
ぎ
で
す
よ
」 

  

【
倒
壊
道
ラ
ジ
オ 

ウ
サ
ミ
ン
星
の
電
波
直
撃
ラ
ジ
オ 

オ

ン
エ
ア
ー
終
了
】 
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芹
沢
あ
さ
ひ 

秋
葉
原
に
立
つ
っ
す 

 

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
。
秋
葉
原
に
は
、
仕
事
以
外
で
行

っ
た
事
な
い
っ
す
。
案
内
す
る
っ
す
」 

「
あ
の
な
あ
、
君
た
ち
ア
イ
ド
ル
が
素
顔
で
秋
葉
原
や
池
袋

や
中
野
に
行
っ
た
場
合
、
全
周
囲
か
ら
フ
ァ
ン
が
湧
い
て
集

ま
っ
て
し
ま
い
、
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
が
発
生
す
る
か
ら
ダ
メ
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だ
」 

「
す
る
な
ら
、
い
っ
そ
見
て
み
た
い
っ
す
」 

 

芹
沢
あ
さ
ひ
は
、
真
顔
で
言
っ
た
。 

 

単
独
で
行
か
れ
て
も
困
る
の
で
、
俺
の
方
で
準
備
を
整
え

る
。 

 

事
務
所
の
経
費
で
身
辺
警
備
を
頼
み
、
秋
葉
原
の
ラ
ジ
オ

会
館
前
で
合
流
す
る
。 

 

そ
の
警
備
員
を
一
目
見
る
な
り
、
芹
沢
あ
さ
ひ
は
確
認
を

取
る
。 

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
！ 

こ
の
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
デ

ッ
ド
』
の
名
悪
役
ニ
ー
ガ
ン
に
し
か
見
え
な
い
コ
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
、
誰
っ
す
か
？
」 

「
秋
葉
原
で
の
身
辺
警
備
を
お
願
い
し
た
、
警
備
員
オ
ー

ツ
・
カ
ー
さ
ん
で
す
」 

「
よ
う
」 
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有
刺
鉄
線
を
巻
い
た
バ
ッ
ト
（
ル
シ
ー
ル
）
を
肩
に
担
ぎ

な
が
ら
、
不
良
中
年
っ
ぽ
い
警
備
員
オ
ー
ツ
・
カ
ー
さ
ん
が
、

芹
沢
あ
さ
ひ
に
笑
顔
で
挨
拶
す
る
。 

「
俺
が
ル
シ
ー
ル
（
有
刺
鉄
線
バ
ッ
ト
）
を
持
っ
て
側
に
い

り
ゃ
あ
、
誰
も
失
礼
な
真
似
は
し
ね
え
。
安
心
し
て
観
光
し

な
」 

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
が
発
情
し
て
、
私
を
ホ
テ
ル
に
連

れ
込
ん
で
押
し
倒
し
た
場
合
は
、
ど
う
す
る
っ
す
？
」 

「
合
意
な
ら
、
許
す
」 

「
中
に
は
出
さ
な
い
で
と
言
っ
た
の
に
、
中
に
出
し
た
場
合

は
？
」 

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー
ル
を
潰
す
！
」 

「
な
ら
大
丈
夫
っ
す
」 

 

そ
の
納
得
の
仕
方
で
大
丈
夫
か
？ 

 

ま
あ
、
い
い
や
。 
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ま
ず
は
万
世
橋
方
面
に
進
み
、
万
世
橋
警
察
署
に
一
礼
す

る
。 

 

一
年
中
、
秋
葉
原
を
守
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！

の
聖
地
の
方
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
っ
す
か
？
」 

「
う
む
、
ま
ず
は
Ｊ
Ｒ
万
世
橋
ビ
ル
を
詣
で
て
、
万
世
橋
駅

跡
の
マ
ー
チ
エ
キ
ュ
ー
ト
の
何
れ
か
の
店
で
、
ま
っ
た
り
と

お
茶
を…

」 

「
表
の
ス
ポ
ッ
ト
に
用
は
な
い
っ
す
。
裏
道
に
行
き
た
い
か

ら
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
を
引
っ
張
り
出
し
た
っ
す
」 

「
や
だ
〜
、
あ
さ
ひ
を
連
れ
て
行
き
た
く
な
い
〜
」 

「
何
し
に
来
た
っ
す
か
！
？
！
？
」 

 

仕
方
な
い
の
で
、
電
気
街
の
裏
手
に
行
く
。 

 

ま
ん
だ
ら
け
や
謎
の
機
械
パ
ー
ツ
店
、
ニ
ッ
チ
な
コ
ン
カ
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フ
ェ
や
、
レ
ト
ロ
ゲ
ー
ム
店
を
見
せ
て
、
芹
沢
あ
さ
ひ
の
好

奇
心
を
充
足
さ
せ
る
。 

 

こ
れ
で
満
腹
に
な
っ
て
く
れ
。 

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
！ 

あ
の
ビ
ル
に
怪
し
い
コ
ス
プ

レ
店
が
あ
る
っ
す
！ 

対
魔
忍
を
体
験
出
来
る
プ
レ
イ
っ
て

何
す
か
？
」 

「
知
ら
な
く
て
い
い
！
」 

 

嫌
が
る
俺
を
引
き
ず
っ
て
、
芹
沢
あ
さ
ひ
は
怪
し
い
ビ
ル

の
怪
し
い
店
に
入
っ
て
し
ま
う
。 
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鷺
沢
文
香
に
本
屋
の
販
促
を
依
頼
す
る
反
則
店
だ
ニ
ャ
ロ
メ 

  

鷺
沢
文
香
に
本
屋
の
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
依
頼
さ
れ
た

の
で
、
許
可
し
そ
う
に
な
っ
た
け
ど
依
頼
書
の
隅
に
小
さ
く

書
き
込
ま
れ
た
注
文
を
見
て
思
い
止
ま
る
。 

『
鷺
沢
文
香
の
生
乳
色
紙
二
十
枚
』 

 

う
ち
の
鷺
沢
文
香
が
、
す
る
訳
な
い
だ
ろ
。 
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突
き
返
し
た
ら
、
そ
の
部
分
だ
け
削
除
し
て
再
び
依
頼
書

を
上
げ
て
き
た
。 

 

ち
ょ
っ
と
信
用
出
来
な
い
匂
い
が
プ
ン
プ
ン
す
る
の
で
、

客
の
フ
リ
を
し
て
そ
の
書
店
に
行
っ
て
み
る
。 

  

秋
葉
原
の
表
通
り
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
奥
に
進
ん
だ
裏

の
裏
。 

 

消
防
法
を
守
っ
て
い
る
の
か
不
安
に
な
る
汚
っ
た
な
い
雑

居
ビ
ル
の
三
階
に
、
依
頼
を
し
て
き
た
「
く
ん
か
く
ん
か
書

房
」
は
入
っ
て
い
る
。 

 

ち
な
み
に
一
階
は
怪
し
い
パ
ソ
コ
ン
パ
ー
ツ
屋
で
、
二
階

は
エ
ロ
ビ
デ
オ
販
売
店
だ
。 

 

良
い
子
の
み
ん
な
は
、
探
し
ち
ゃ
い
け
な
い
ぞ
。 

 

「
く
ん
か
く
ん
か
書
房
」
の
入
り
口
に
は
、
等
身
大
の
鷺

沢
文
香
（
裸
セ
ー
タ
ー
）
パ
ネ
ル
が
飾
ら
れ
て
い
る
。 
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芸
能
事
務
所
に
は
無
許
可
で
作
ら
れ
た
、
「
く
ん
か
く
ん

か
書
房
」
の
手
製
だ
。 

 

良
き
出
来
な
の
で
、
見
逃
し
て
あ
げ
よ
う
。 

 

店
内
に
入
る
と
、
鷺
沢
文
香
の
コ
ス
プ
レ
を
し
た
店
員
が

少
な
く
と
も
三
人
、
視
界
に
入
る
。 

 

メ
イ
ド
姿
の
鷺
沢
文
香
型
店
員
、
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
姿
の
鷺

沢
文
香
型
店
員
、
バ
ニ
ー
ガ
ー
ル
姿
の
鷺
沢
文
香
型
店
員
を

確
認
し
た
。 

 

良
い
店
だ
。 

 

見
逃
し
て
あ
げ…

 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
♡
」 

 

店
の
奥
に
、
１
８
禁
の
カ
ー
テ
ン
で
遮
ら
れ
た
コ
ー
ナ
ー

の
奥
か
ら
、
逆
バ
ニ
ー
姿
の
鷺
沢
文
香
型
店
員
が
顔
を
出
し

た
。 

 

俺
の
顔
を
見
る
や
、
「
う
げ
え
？
！
」
と
叫
ん
で
奥
に
引
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っ
込
む
。 

 

鷺
沢
文
香
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
顔
を
覚
え
て
い
る
と
は
、

コ
ア
な
フ
ァ
ン
で
間
違
い
な
い
。 

 

追
撃
し
て
カ
ー
テ
ン
を
潜
る
と
、
そ
こ
は
鷺
沢
文
香
メ
イ

ン
の
エ
ロ
同
人
作
品
の
宝
庫
だ
っ
た
。 

 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
は
御
丁
寧
に
も
、
動
画
生
成
Ａ
Ｉ
で
出

力
し
た
「
鷺
沢
文
香
が
出
演
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
ア
ダ
ル

ト
作
品
」
を
垂
れ
流
し
て
い
る
。 

「
う
む
、
尻
肉
の
再
現
度
が
、
合
格
点
だ
。
ヘ
ソ
が
少
し
甘

い
が
」 

「
お
、
お
見
逃
し
を
！ 

本
人
様
に
は
迷
惑
を
か
け
ま
せ
ん

の
で
」 

 

鷺
沢
文
香
に
顔
が
７
３
％
似
て
い
る
逆
バ
ニ
ー
姿
の
店
員

が
、
卑
屈
に
土
下
座
し
て
黙
認
を
乞
う
。 

「
本
人
を
此
処
に
呼
ぶ
気
だ
っ
た
く
せ
に
？
」 
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た
ぶ
ん
本
人
が
視
聴
し
た
ら
、
寝
込
ん
で
三
日
は
読
書
し

か
し
な
い
。 

 

本
人
は
、
音
を
立
て
て
し
ゃ
ぶ
っ
た
り
し
な
い
し
。 

「
ダ
メ
元
で
す
よ
！ 

城
ヶ
崎
美
嘉
さ
ん
は
、
先
月
の
『
城

ヶ
崎
姉
妹
強
化
月
間
』
に
来
て
く
れ
た
し
。
あ
、
こ
れ
は
秘

密
だ
っ
た
」 

 

後
で
城
ヶ
崎
美
嘉
を
立
ち
バ
ッ
ク
で
責
め
立
て
な
が
ら
、

闇
営
業
の
お
仕
置
き
を
せ
ね
ば
。 

「
あ
の
ね
え
、
本
人
は
水
着
の
露
出
も
恥
ず
か
し
が
る
性
格

だ
か
ら
。
見
逃
す
け
ど
、
本
人
に
だ
け
は
、
知
ら
せ
な
い
よ

う
に…

」 

 

俺
が
穏
便
に
常
識
的
に
話
を
終
わ
ら
そ
う
と
し
た
の
に
、

カ
ー
テ
ン
を
潜
っ
た
客
た
ち
が
、
全
て
を
ぶ
ち
壊
す
。 

「
お
う
、
今
日
も
頼
む
よ
。
今
日
は
『
鷺
沢
文
香
が
ラ
ン
ジ

ェ
リ
ー
を
装
備
し
た
状
態
で
の
パ
イ
ズ
リ
』
を
」 
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「
拙
者
、
本
日
は
『
鷺
沢
文
香
と
対
面
座
位
で
ニ
ャ
ン
ニ
ャ

ン
し
た
い
』
サ
ム
ラ
イ
」 

「
鷺
沢
文
香
が
キ
ュ
ア
ア
ル
カ
ナ
の
コ
ス
プ
レ
を
し
て
い
る

態
で
、
素
股
を
」 

 

鷺
沢
文
香
に
顔
が
７
３
％
似
て
い
る
逆
バ
ニ
ー
姿
の
店
員

が
、
顔
面
蒼
白
に
な
り
な
が
ら
、
客
達
に
不
穏
な
ハ
ン
ド
サ

イ
ン
を
送
る
。 

 

た
ぶ
ん
「
バ
レ
た
、
逃
げ
ろ
」
だ
ろ
う
。 

 

１
８
禁
コ
ー
ナ
ー
に
入
っ
て
エ
ロ
い
注
文
を
口
走
っ
た
客

達
は
、
四
散
し
た
。 

 

巣
を
攻
撃
さ
れ
た
ゴ
キ
ブ
リ
と
同
じ
で
、
二
度
と
戻
っ
て

来
な
い
だ
ろ
う
。 
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黛
冬
優
子
に
出
前
を
依
頼
さ
れ
た
ら
罠
だ
っ
た 

  

休
日
に
積
み
ア
ニ
メ
の
消
化
を
し
て
い
る
黛
冬
優
子
か
ら
、

俺
を
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
扱
い
す
る
メ
ー
ル
が
来
た
。 

 

指
定
の
激
辛
料
理
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
ア
パ
ー
ト
に
届

け
る
と
、
部
屋
に
入
っ
て
お
茶
を
飲
む
よ
う
に
言
わ
れ
た
。 

 

も
て
な
し
て
く
れ
た
の
は
、
最
初
だ
け
。 
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そ
の
ま
ま
雑
用
に
使
わ
れ
、
椅
子
に
さ
れ
た
。 

「
い
い
わ
ね
。
今
日
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
ふ
ゆ
の
椅
子

よ
。
邪
念
を
捨
て
て
、
椅
子
と
し
て
余
生
を
全
う
し
な
さ
い
」 

「
邪
念
を
捨
て
た
事
が
な
い
で
す
。
ど
う
や
る
の
？
」 

「
う
っ
さ
い
っ
。
黙
っ
て
適
度
に
抱
き
し
め
な
さ
い
」 

 

黛
冬
優
子
が
『
プ
リ
ズ
ム
輪
舞
曲
』
を
一
気
見
し
て
い
る

間
、
俺
は
黛
冬
優
子
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
想
定
し
つ
つ
、
一

緒
に
一
気
見
し
て
過
ご
す
。 

 

作
品
が
面
白
い
の
で
、
黛
冬
優
子
の
背
中
と
尻
の
温
も
り

で
股
間
が
天
元
突
破
せ
ず
に
済
ん
だ
。 

 

黛
冬
優
子
も
満
足
し
て
い
た
が
、
俺
が
全
く
発
情
し
て
い

な
い
方
に
不
満
を
表
す
。 

「
勃
起
し
て
臀
部
に
す
り
す
り
す
る
事
ぐ
ら
い
は
許
し
て
あ

げ
た
の
に…

ふ
ゆ
に
は
飽
き
た
の
？ 

他
の
で
抜
い
た
ば
か

り
？ 

相
手
は
誰
？
」 
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そ
こ
で
正
直
に
『
芹
沢
あ
さ
ひ
が
フ
ェ
ラ
チ
オ
に
興
味

津
々
だ
っ
た
の
で
試
し
台
に
な
り
、
昨
晩
は
六
発
抜
き
ま
し

た
』
と
言
っ
た
ら
黛
冬
優
子
が
無
明
逆
流
れ
を
繰
り
出
し
か

ね
な
い
の
で
、
誤
魔
化
す
。 

「
そ
こ
は
『
プ
リ
ズ
ム
輪
舞
曲
』
を
褒
め
る
べ
き
だ
よ
」 

「…

そ
う
ね
」 

 

表
情
筋
だ
け
で
笑
顔
を
作
り
な
が
ら
、
黛
冬
優
子
は
脱
衣

を
始
め
る
。 

 

ポ
イ
ポ
イ
と
衣
服
を
パ
ー
ジ
し
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
だ
け
と

い
う
恐
る
べ
き
軽
装
備
に
変
形
し
て
か
ら
、
俺
に
座
り
直
す
。 

 

次
に
『
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
』
最
終
シ
ー
ズ
ン
を
一
気
見

し
な
が
ら
、
俺
の
腰
の
上
で
臀
部
を
故
意
に
す
り
す
り
す
る
。 

 

こ
こ
は
我
慢
せ
ず
に
、
勃
起
し
て
お
く
。 

 

す
り
す
り
ま
で
は
オ
ー
ケ
ー
と
い
う
言
葉
を
信
じ
、
ズ
ボ

ン
を
開
け
て
逸
物
を
解
放
す
る
と
、
黛
冬
優
子
の
剥
き
出
し
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の
尻
に
密
着
さ
せ
る
。 

 

尻
肉
を
突
か
れ
て
小
さ
く
悶
え
る
黛
冬
優
子
を
抱
え
な
が

ら
、
『
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
』
最
終
シ
ー
ズ
ン
を
観
て
過
ご

す
。 

  

 

島
村
卯
月 

仕
事
を
選
ば
ず
に
、
が
ん
ば
り
ま
す
！ 
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島
村
卯
月
が
『
が
ん
ば
る
方
向
』
を
間
違
え
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
い
た
の
だ
が
、
気
付
け
ば
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ

に
出
演
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。 

 

俺
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
の
多
忙
を
、
言
い
訳
に
は
出
来

な
い
。 

 

神
崎
蘭
子
が
セ
フ
レ
と
箱
根
で
二
泊
三
日
し
っ
ぽ
り
温
泉

旅
行
を
画
策
し
て
い
た
の
で
阻
止
に
忙
し
か
っ
た
と
か
、
赤

城
み
り
あ
が
同
級
生
に
フ
ェ
ラ
チ
オ
し
て
い
た
と
文
春
砲
さ

れ
か
け
た
の
で
揉
み
消
し
た
と
か
、
新
田
美
波
の
ク
ロ
ー
ン

十
人
が
新
宿
で
暴
れ
た
の
で
事
態
収
集
に
五
日
寝
て
い
な
い

と
か
言
い
訳
は
し
な
い
。 

 

島
村
卯
月
を
ガ
ン
詰
め
す
る
前
に
、
問
題
の
ア
ダ
ル
ト
作

品
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
を
、
精
査
す
る
。 

 

良
か
っ
た
場
合
、
路
線
変
更
も
、
あ
り
得
る
し
。 
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仕
事
場
の
個
室
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
る
と
、

横
に
島
村
卯
月
を
座
ら
せ
て
、
俺
の
鑑
賞
に
立
ち
会
わ
せ
る
。 

 

既
に
羞
恥
で
顔
面
が
真
っ
赤
だ
が
、
勝
手
に
仕
事
を
受
け

た
お
仕
置
き
だ
。
容
赦
し
な
い
。 

  

『
タ
イ
ト
ル
未
定
』 

 

冒
頭
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
早
送
り
し
、
脱
衣
シ
ー
ン
も
愛

撫
シ
ー
ン
も
フ
ェ
ラ
チ
オ
も
口
内
射
精
も
顔
面
射
精
も
早
送

り
し
、
挿
入
直
前
で
再
生
速
度
を
通
常
に
戻
す
。 

 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
、
蕩
け
て
ベ
ッ
ド
に
沈
み
か
け
る
島
村

卯
月
に
、
段
取
り
を
再
確
認
す
る
。 

「
五
分
間
、
イ
ク
の
を
我
慢
し
て
か
ら
、
気
持
ち
良
さ
そ
う

に
イ
ッ
て
く
だ
さ
い
」 

「
は
い
！ 

が
ん
ば
り
ま
す
！
」 
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男
優
が
、
島
村
卯
月
の
経
験
の
浅
い
膣
壺
に
、
逸
物
を
埋

め
る
。 

 

完
全
に
埋
め
て
具
合
を
確
か
め
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
腰
を
動

か
し
始
め
て
二
十
秒
で
、
島
村
卯
月
は
イ
ッ
テ
し
ま
っ
た
。 

「
あ
、
卯
月
ち
ゃ
ん
、
い
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
」 

「
早
っ
！
？
」 

 

早
過
ぎ
る
島
村
卯
月
に
失
笑
す
る
中
、
ま
だ
繋
が
っ
て
い

る
男
優
が
、
異
変
に
気
付
く
。 

「
あ
っ
。
す
ご
く
締
ま
っ
て
き
た
！ 

や
ば
い
っ
っ
」 

「
お
い
、
抜
け
！ 

中
出
し
に
は
合
意
し
て
な
い
か
ら
」 

「
中
出
し
は
三
本
目
ま
で
、
お
預
け
だ
」 

「
う
ん
っ
、
わ
か
っ
て…

あ
っ
っ
？
！ 

あ
あ
あ
っ
っ
っ
」 

 

島
村
卯
月
は
、
イ
っ
た
ま
ま
無
意
識
に
逸
物
を
膣
で
締
め

上
げ
、
男
優
を
逃
さ
ず
に
射
精
さ
せ
る
。 

「
島
村
さ
ん
！ 

離
し
て
！
」 
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「
や
ば
い
や
ば
い
、
し
ま
む
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
、
処

刑
さ
れ
る
」 

「
い
や
、
事
故
だ
し
」 

「
島
村
さ
ー
ん
。
離
し
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
」 

 

島
村
卯
月
は
、
蕩
け
た
頭
で
事
態
を
理
解
し
、
事
態
の
打

開
を
試
み
る
。 

「…

は
い
、
島
村
卯
月
、
が
ん
ば
り
ま
す
」 

 

意
思
の
力
で
、
逸
物
を
締
め
上
げ
よ
う
と
す
る
膣
の
動
き

を
、
逸
物
を
押
し
出
す
方
向
に
全
振
り
す
る
。 

「
あ…

…

」 

 

男
優
の
逸
物
が
更
に
刺
激
さ
れ
て
、
連
続
射
精
を
促
し
た

だ
け
だ
っ
た
。 

 

も
う
抵
抗
を
諦
め
た
男
優
が
、
二
度
目
の
射
精
を
、
島
村

卯
月
の
胎
内
に
施
す
。 

「
事
故
で
す
」 
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も
う
開
き
直
っ
て
、
島
村
卯
月
に
種
付
け
プ
レ
ス
を
し
て

い
る
。 

 

他
の
ス
タ
ッ
フ
が
男
優
を
引
き
剥
が
し
て
タ
コ
殴
り
に
し
、

島
村
卯
月
に
詫
び
を
入
れ
る
。 

「
す
み
ま
せ
ん
。
事
務
所
に
も
、
正
式
に
謝
罪
に
行
き
ま
す

の
で
、
撮
影
は
ま
た
別
の
日
に…
」 

「
大
丈
夫
で
す
！ 

が
ん
ば
り
ま
す
！
」 

 

計
画
外
の
中
出
し
に
も
め
げ
ず
に
、
仕
事
を
続
け
よ
う
と

す
る
島
村
卯
月
に
、
ス
ッ
タ
フ
一
同
、
涙
。 

 

も
っ
と
セ
ッ
ク
ス
し
た
く
な
っ
た
だ
け
だ
ろ
う
と
は
ツ
ッ

コ
ミ
を
入
れ
ず
に
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
装
着
し
て
逸
物
を
入
れ

る
。 

 

様
々
な
体
位
で
突
き
上
げ
ら
れ
る
島
村
卯
月
が
、
何
度
も

イ
キ
な
が
ら
、
だ
ら
し
な
い
笑
顔
で
が
ん
ば
る
。 

 

が
ん
ば
る
と
い
う
か
、
そ
ん
な
に
溜
ま
っ
て
い
た
の
か
。 
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そ
こ
は
早
送
り
し
て
、
次
の
問
題
点
ま
で
、
進
め
る
。 


